
多くの部門で雇用の減少が緩やかに
なるとしても、雇用は2024年末まで伸び
悩むだろう。その後、2025年には景気
回復により雇用増加は2%台前半まで改
善するものの、再び予測期間の残りの
期間では徐々に鈍化すると予想する。

失業率は2025年末まで5%台前半まで
上昇し、2026年には若干改善する。し
かし、予測期間 の後
は雇用の伸びが鈍化するため、失業

率は再び5%台半ばまで徐々に悪化す
ると予想している。

流入人口は予測期間全般を通して増
加すると見ている。

2024年第1四半期の時点で、ニューヨーク
の雇用増加率は前年同期比1％未満とさら
に鈍化しており、ニューヨークは雇用増加率
でRCG対象市場のなかで下位20位内にラン
クされている。

教育・医療サービス部門と政府部門の雇
用の増加は、専門職能・ビジネスサービス
や商業など他の主要部門の減少を上回っ
ている。しかし、教育・健康サービス部門と
政府部門を除くとニューヨークの雇用者数
は、前年同期比0.9％減少している。

雇用の伸びが鈍化した一方で、労働力人

口と失業者数は変化が少ない。その結果、
失業率は4％台半ばの水準にとどまってい
る。






